
国立天文台プロジェクト評価委員会の今期の活動について 1/3
2020.6.5 野上委員長からのメール

前期委員
前期からの継続委員

今期からの委員

国立天文台のCプロジェクト
（運用段階にあるもの）やセ
ンター、科学研究部を３年一
巡で評価する。

川端弘治（広島大学）
2020.9.17 光赤天連総会



国立天文台プロジェクト評価委員会の今期の活動について 2/3 川端弘治（広島大学）
2020.9.17 光赤天連総会

• 今期の初回（8月末）に前期の進め方で不手際へのお詫びの表明があった
• 今期のプロジェクト評価の進め方の案が示され、議論されている。
主要な変更点
各プロジェクトの外部評価委員会委員
前期：プロジェクト評価委員の中から数名が選出され、主導する形で評価に当たった（ようだ）。

今期の案：プロジェクト評価委員会が、外部評価委員会委員（とコーディネータ＝世話人）を人選し評価を委託



国立天文台プロジェクト評価委員会の今期の活動について 3/3 川端弘治（広島大学）
2020.9.17 光赤天連総会

今期の案では、プロジェクトの評価を外部評価委員会に委ねる形になっていることから、コミュニティから選出さ
れた委員の声が直接届きにくい、という意見が出ている

一方で、委員が（自身があまり詳しくないプロジェクト等について）適任と思われる外部評価者を当てがえること、
自身が評価委員として主体的に関わることも可能であること、報告書は公開されること等を総合すると、メリット
とも考えられる。前頁の紫色の下線を振った部分がこの理解と整合していることが確認できれば、同意する方針。

10月の委員会で議論予定。ご意見あれば川端かプロジェクト評価委員までお願いします。
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